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薙
正
治
下
に
於
け
る
考
差
法
の
成
立

一
、
郷
試
主
考
官
の
暴
力
試
験
(
考
差
)

二
、
郷
試
同
考
官
の
撃
力
誠
験
(
時
費
一
篇
の
試
)

三
、
翰
林
庶
吉
士
へ
の
就
職
試
験
(
朝
考
)

郷
試
主
考
官
の
皐
力
試
験
(
考
差
)

凡
そ
郷
閣
は
、
宋
代
に
あ
っ
て
は
、
判
官
・
録
事
参
軍
等
の
外
官

①
 

の
文
有
る
者
を
以
て
試
官
に
選
用
し
、
明
代
嘉
靖
に
至
っ
て
京
官
典

試
の
こ
と
始
ま
り
、
高
暦
以
降
翰
林
官
も
参
用
さ
れ
る
と
と
に
な
っ

て
、
清
初
に
活
用
さ
れ
向
。
即
ち
順
治
八
年
去
の
題
准
に
依
れ
ば

順
天
・
江
南
の
二
郷
試
正
副
主
考
官
と
漸
江
・
江
西
・
湖
賢
・
一
隅
建

の
四
郷
試
正
主
考
官
に
は
翰
林
官
八
を
選
用
欽
渡
し
、
他
省
の
主
考

名

官
に
は
給
事
中
・
光
旅
寺
少
卿
・
六
部
司
官
等
よ
り
筒
用
差
委
し

た
。
か
く
の
如
く
、
宋
代
は
外
官
を
用
い
、
明
末
以
降
は
京
官
・
翰

荒

木

敏

林
を
用
い
る
の
相
遣
を
生
じ
が

い
ず
れ
の
時
代
も
科
甲
の
人
た
る

こ
と
を
根
本
の
前
提
傑
件
と
し
、
任
用
の
必
須
資
格
と
し
た
。
科
甲

試
巻
審
査
の
重
責
を
果
す
べ
き
「
皐
行
粂

の
人
で
さ
え
あ
れ
ば

n
b
 

優
」
の
考
官
を
間
違
な
く
選
び
得
る
と
い
う
紹
封
的
な
信
恵
感
が
停

統
的
に
習
慣
的
に
、
強
く
深
く
纏
ゆ
る
階
層
に
浸
透
し
、
上
下
を
隈

な
く
支
配
し
績
け
た
の
で
あ
る
。
宋
明
以
来
、
科
甲
の
人
を
正
途
出

身
の
最
右
翼
に
置
い
た
の
は
要
す
る
に
彼
等
の
「
事
行
」
特
に
撃
力

が
、
科
甲
以
外
の
出
身
者
に
比
し
て
格
段
に
優
れ
て
い
る
と
せ
ら
れ

た
に
在
る
。
き
れ
ば
郷
閣
主
典
の
考
官
を
科
甲
人
よ
り
選
ぶ
に
際
し

て
、
彼
等
の
撃
力
を
問
題
視
し
、
こ
れ
を
貫
際
姐
上
に
載
せ
た
人
冷

未
だ
か
つ
て
ひ
と
り
も
な
か
っ
た
。

し
か
る
と
こ
ろ
、
清
代
薙
正
帝
に
至
っ
て
未
曾
有
の
こ
と
1

1

試

験
官
を
試
験
す
る
と
い
う
こ
と
が
始
ま
っ
た
。
印
ち
郷
試
主
考
官
た



る
べ
き
翰
林
並
び
に
進
土
出
身
の
部
院
宮
を
吠
和
殿
に
召
致
し
て
図

書
文
二
篇
を
も
っ
て
撃
力
テ
ス
ト
を
施
行
し
、
帝
親
ら
甲
乙
の
等
弟

を
分
別
し
、
考
取
せ
る
人
員
を
以
て
郷
試
主
考
宮
と
し
、
之
を
欽
源

す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
所
謂
考
差
の
制
(
考
試
試
差
と
も
い
う
)
が

成
立
し
た
。
時
に
薙
正
三
年
-
一
日
正
月
で
あ
っ
た
。

前
例
な
き
此
の
考
差
の
法
を
成
立
せ
し
め
た
嘉
正
帝
は
天
下
の
讃

@
 

書
人
ー
ー
そ
の
数
、
千
蔦
人
と
帝
は
言
う
ー
ー
を
、
か
つ
て
凱
臣
賊

⑤
 

子
と
極
め
付
け
た
典
型
的
な
濁
裁
君
主
で
あ
っ
た
が
、
と
の
考
差
法

は
同
時
に
ま
た
一
つ
の
科
奉
改
革
で
も
あ
っ
た
。
郎
ち
、
考
差
制
を

主
軸
と
し
て
、
他
の
二
、
三
の
施
策
|
|
同
考
官
の
事
力
テ
ス
ト
、

朝
考
の
制
等
1

l
が
彼
に
よ
っ
て
創
置
さ
れ
て
、
全
瞳
と
し
て
一
つ

の
目
標
た
る
考
官
の
髄
質
改
善
、
特
に
そ
の
撃
的
素
質
の
向
上
を
目

指
し
、
以
て
科
場
の
積
弊
を
革
正
す
る
糸
口
と
し
た
、
と
見
る
の
が

此
の
小
論
の
骨
子
で
あ
る
。
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順
序
と
し
て
先
ず
薙
正
三
年
創
設
さ
れ
た
考
差
法
の
成
立
に
就
い

て
、
欽
定
大
清
舎
典
事
例
晶
恒
三
雄
部
貢
翠
郷
曾
に
日
く
、

一

三

考

宮

薙
正
三
年
。
論
。
前
各
省
正
副
主
考
。
股
皆
覗
其
人
謹
慎
者
命
往

並
未
試
其
文
襲
。
開
有
不
能
衡
文
者
。
此
皆
由
中
式
之
後
ω

荒
疏

年
久
故
耳
。
著
終
臆
差
委
之
翰
林
・
由
、
進
土
出
身
之
各
部
院
官
査

奏
。
股
試
以
文
義
差
委
。
欽
此
。

吏
部
遜
旨
。
牌
翰
林
院
及
進
土
出
身
官
員
具
奏
。

召
集
於
太
和
殿

試
以
四
書
文
二
篇
。
調
封
詑
。
恭
呈
御
寛
。
親
定
甲
乙
。
封
儲
内

閣
。
以
備
郷
試
差
遣
東
奉
録
薙
正
六
、
落
正
賓
録
袋
二
八
い
ず
れ
も
薙

正
三
年
春
正
月
甲
子
に
略
々
同
趣
旨
の
文
あ
り

右
文
に
見
え
る
考
差
法
成
立
の
事
由
主
、
各
省
主
考
官
正
副
各
の

』

↓

名

従
飛
の
選
用
の
仕
方
の
大
き
な
歓
貼
と
し
て
、
「
皐
行
粂
優
し
の
人

を
選
ぶ
と
言
う
も
、
未
だ
か
つ
て
撃
力
を
験
し
た
こ
と
は
な
い
。
卸

ち
そ
の
人
と
篤
り
謹
慣
な
る
人
を
選
ぶ
に
漫
々
た
る
も
、
そ
の
事
間

文
章
に
至
っ
て
は
誰
人
も
思
慮
の
外
に
置
い
て
寅
際
に
試
め
し
た
こ

と
が
な
い
。
そ
の
結
果
、
考
官
中
に
試
谷
審
査
の
出
来
な
い
非
力
の

者
が
間
々
現
れ
る
と
い
う
重
大
な
事
態
を
招
い
た
。
恐
ら
く
科
奉
萱

-57一

第
後
、
多
く
は
讃
書
人
と
し
て
事
問
す
る
と
と
を
怠
り
、
そ
の
暴
力
は

衰
廃
の
一
迭
を
辿
っ
た
結
果
に
外
な
ら
ぬ
と
務
正
帝
は
判
断
す
る
。

こ
れ
を
改
め
る
た
め
に
は
、
皐
力
試
験
を
親
ら
の
手
に
よ
っ
て
断
行

し
、
成
績
の
良
き
者
を
欽
渡
す
る
よ
り
外
は
な
い
と
し
、
遂
に
考
差

制
の
貰
施
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
前
掲
大
清
曾
典
事
例
の
末
文
に
太
和
殿
に
御
試
し
て
「
甲
乙

を
親
定
し
た
」
と
見
え
て
い
る
。
甲
乙
を
親
定
し
た
と
は
単
に
試
容

成
績
に
優
劣
の
次
序
を
付
す
る
意
の
よ
う
で
あ
る
が
、
車
に
次
序
の
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み
で
は
な
く
、
及
落
合
否
を
も
併
せ
て
親
定
し
た
と
観
ら
れ
る
置
佐

が
他
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
誼
佐
と
い
う
の
は
、
同
書
同
巻
同
様

の
発
立
四
年
の
記
載
に
、
前
年
貫
施
せ
ら
れ
し
太
和
殿
御
試
の
結
果

に
基
き
、
誰
人
を
そ
の
中
か
ら
欽
差
す
べ
き
か
を
製
畿
に
よ
っ
て
決

め
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
胃
頭
の
一
句
に
注
意

し
た
い
。
そ
こ
に
は

是
年
。
終
御
試
取
定
人
員
u

書
名
牙
銭
。
盛
以
金
筒
一
声
々

と
あ
る
。

「
御
試
取
定
人
員
」
と
は
明
か
に
薙
正
三
年
太
和
般
に
於

「
及
第
と
判
定
さ
れ
た
人

け
る
四
書
文
を
以
で
し
た
御
試
に
於
て
、

員
」
の
意
味
な
る
こ
と
は
関
連
な
い
。
取
定
と
は
科
場
に
て
屡
々
使

用
さ
れ
る
文
句
で
あ
り
、

「
取
土
」
な
ど
の
類
語
も
あ
る
如
く
及
第

者
を
選
び
取
り
定
め
る
の
意
で
あ
る
こ
と
は
論
を
倹
た
な
い
。
こ
の

外
、
同
じ
曾
典
事
例
の
問
答
同
様
薙
正
九
年
集
後
に
そ
の
全
文
を
こ

{
引
用
説
明
す
る

「
従
前
考
取
之
人
。
倶
陸
績
差
遣
云
々
」
と
見
え
て
い
る
こ
と

もか
ら
、
親
定
甲
乙
と
は
及
落
を
も
含
ん
で
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。

清
代
の
郷
試
主
考
官
は
宋
代
郷
閣
の
試
官
が
地
方
長
吏
に
よ
っ
て

詮
衡
さ
れ
た
伊
の
と
大
い
に
異
り
、
欽
差
の
官
で
あ
る
。
之
を
迎
え
る

各
省
の
長
官
巡
撫
が
、
先
、
ず
恭
々
し
く
請
安
の
こ
と
を
行
う
。
こ
の

一
事
を
見
て
も
そ
の
他
高
事
が
察
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
郷
試
時
に

は
巡
撫
は
監
臨
官
と
し
て
、
考
試
事
務
の
綿
宰
役
を
つ
と
め
る
が

奉
命
典
試
の
主
考
官
を
迎
接
奔
望
、

れ
ば
な
ら
ぬ
。

下
に
も
置
か
ぬ
接
待
を
し
な
け

ま
た
こ
の
外
、
地
方
官
が
主
考
官
の
い
わ
ゆ
る
勢
撃

を
畏
れ
て
、
賄
賂
と
し
て
多
く
の
麗
儀
の
銀
南
を
ひ
そ
か
に
贈
る
と

云
う
の
が
常
で
あ
っ
た
。
中
に
は
冬
衣
姿
衣
の
類
ま
で
贈
る
者
も

い
た
ゆ
迎
接
奔
望
は
弊
多
し
と
て
、
之
を
禁
じ
た
帝
も
あ
る
向
、
徒

法
空
文
に
彩

っ
た
ら
し
い
。
「
正
考
官
の
臆
儀
は
副
考
官
に
増
倍

む
な
ど
と
云
わ
れ
、
嘉
慶
七
年
一
八
主
考
官
周
興
岱
の
牧
賄
の
と

O
ニ

と
露
見
し
、
槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
て
罰
せ
ら
れ
た
と
と
あ
り
。
彼
は
戸

- 58ー

部
侍
郎
の
二
口
聞
の
大
員
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
責
白
の
魔
力
に
屈
し

た
の
で
あ
%
ま
た
乾
隆
以
後
各
省
の
遠
近
に
比
例
し
て
一
定
の
路

多
き
は
八
百
雨
、
少
き
も
四
百
南
で
あ
っ

た
。
従
来
は
省
に
よ

っ
て
、
一
定
し
な
か
っ
た
の
を
、
乾
隆
三
年

-
W
額
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
額
か
ら
薙
正
時
代
の
路
費
銀
の
高

三

/
も
類
推
出
来
る
か
ら
、
参
考
ま
で
に
衣
頁
に
表
示
す
る
。

費
銀
が
支
給
さ
れ
る
。

と
の
外
、
任
務
終
了
し
て
回
京
の
際
、
該
省
存
公
銀
内
に
於
て
、

時
途
の
路
費
銀
が
賞
給
さ
れ
る
。
ま
た
出
京
の
閥
、
貧
寒
に
し
て
費

斧
に
苦
し
め
る
者
あ
ら
ば
、
二
百
南
を
貸
奥
し
匂
而
し
て
主
考
官



河|

甘 南 西江 西四 貴 雲 省
南 )11 

東山 北湖 道tJf 霜建 -

江
蹟東

粛 山 挟-
湖南 慶-

州 南 ~IJ 
西 西江

路
六 四 五 ムノ、 七 八

雨。。 。。河 爾。。 雨。。 雨。。 雨。。
費

銀

書
上の年の乾隆曾考官貢翠郷三巻三典事例曾大清

典

諭{康三 調部三
嬢

光緒
乾 年
隆

八
年 年 次

た
る
者
、
額
定
の
路
費
銀
以
外
は
一
一
鋳
た
り
と
も
受
取
る
べ
か
ら
ず

と
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
と
の
事
買
の
裏
に
は
却
っ
て
、
水
増

し
支
給
が
あ
り
、
そ
の
他
臨
時
の
牧
入
も
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
し
め

る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
活
途
遁
過
の
州
聴
が
途
中
一
切
の
夫
馬
食

305 

宿
の
費
用
を
負
揖
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
主
考
官
た
る
も
の
自
己
の

銀
雨
を
支
出
す
る
要
は
全
く
無
か
っ
た
。
ま
た
鹿
撃
の
土
が
莫
大
な

る
賄
賂
を
贈
り
畳
第
を
求
め
た
こ
と
も
言
う
迄
も
な
い
。

か
く
の
如

き
風
習
が
蕩
々
と
流
行
し
賄
賂
の
渦
巻
く
真
只
中
で
、
歴
代
天
子
が

繰
返
え
し
考
官
の
心
得
を
詑
き
、

且
つ
戒
め
て
も
。
如
何
程
の
効
果

が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
何
か
も
っ
と
別
の
種
類
の
、
説
教
や
所
罰

以
外
の
、
方
法
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
貼
に
於
て

一
見
迂
遠
な
る

も
考
官
自
瞳
の
瞳
質
改
善
か
ら
始
め
る
。
特
に
撃
力
テ
ス
ト
に
よ
っ

て
帝
親
ら
が
選
ぶ
と
な
る
と
、
考
官
も
安
閑
と
し
て
は
い
ら
れ
ぬ
。

考
差
法
は
そ
う
云
っ
た
狙
い
が
あ
っ
た
が
、

後
に
述
べ
る
如
く
、

果
し
て
、
就
試
を
敬
遠
し
、
テ
ス
ト
を
受
く
る
を
願
わ
ぬ
者
が
あ
ら

nv 
E
d
 

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
太
和
敏
御
試
に
於
け
る
試
題
は
四
書
文
二
篇
で
あ
っ
た
と
言

う
。
嘉
正
以
後
、
時
に
は
詩
一
首
を
加
え
、
或
は
五
経
文
一
篇
を
増

す
等
の
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
清
一
代
を
遁
じ
て
郷
曾
試
と
同
様
に
四

書
文
は
常
に
試
題
か
ら
は
ず
さ
れ
た
こ
と
は
無
か
司
た
よ
う
で
あ

@
 

る
。
四
書
は
「
六
経
の
精
微
」
で
あ
る
と
目
さ
れ
、
郷
曾
試
と
も
第

一
場
は
四
書
文
を
以
て
試
み
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
及
落
に
最
も
深

い
関
係
あ
る
は
、
こ
の
第
一
場
の
成
績
で
あ
っ
て
、
「
郷
曾
試
三
場

に
分
る
と
雄
も
、
買
は
止
だ
一
場
な
り
。
土
子
の
講
習
す
る
所
、
主

司
の
鑑
別
す
る
所
、
四
書
文
に
過
ぎ
ざ
る
の
初
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
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四
書
に
よ
っ
て
翠
土
の
運
命
を
決
せ
ら
れ
た
c

主
考
官
の

観
て
も
、

事
力
テ
ス
ト
に
於
て
も
専
ら
四
書
文
を
重
し
と
し
、
こ
れ
を
も
っ
て

御
試
し
た
事
由
は
充
分
理
解
出
来
る
。

以
上
、
薙
正
三
年
の
考
差
法
創
置
の
動
機
と
そ
の
試
題
と
成
績
親

定
の
方
法
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
次
に
、
該
考
差
は
科
傘
史
上
、
最

初
の
試
み
で
あ
っ
た
と
す
る
萱
是
紀
始
の
記
載
を
紹
介
し
て
置
こ

う
。
同
書
地
に
「
重
品
始
於
園
朝
発
正
」
と
題
す
る
一
文
あ
り
。

薙
正
三
年
。
上
議
。
各
省
事
政
輿
正
副
考
官
。
皆
就
其
潟
人
謹
慎

者
漉
往
u

並
禾
考
試
文
襲
。
其
中
寛
有
不
能
衡
文
者
。
此
皆
由
中

式
後
u

荒
疎
年
久
故
。
特
勝
恵
差
翰
林
並
進
土
出
身
各
部
院
官
査

奏
。
倹
朕
試
以
文
襲
。
再
行
差
委
。

九
そ
試
験
官
を
買
力
試
験
で
き
め
る
な
ど
い
う
こ
と
は
い
ず
れ
の

時
代
で
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
少
く
と
かも
つ宋
て以
将来
相例
科品を
のv 見
名な

い
。
し
か
も
儲
才
の
地
た
る
翰
林
の
官
員
と
、

を
恋
し
い
ま
ま
に
し
た
進
土
出
身
の
官
員
を
試
験
せ
ん
と
す
る
の
で

あ
る
。
尋
常
の
帝
の
能
く
箆
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
薙
正
帝
が

近
世
濁
裁
君
主
の
典
型
と
い
わ
れ
た
こ
と
は
こ
の
貼
か
ら
も
首
肯

さ
れ
よ
う
。

さ
て
右
の
萱
是
紀
始
に
よ
れ
ば
郷
試
主
考
の
み
な
ら
ず
提
督
率
政

も
同
時
に
皐
力
テ
ス
ト
を
施
し
た
と
明
記
し
て
い
る
。
郷
試
正
副
主

@
 

考
官
を
試
差
と
い
う
に
封
し
、
事
政
は
翠
差
と
言
わ
れ
た
。
い
ず
れ

も
欽
差
の
官
で
、
三
年
一
度
直
省
に
出
向
く
。
事
政
の
重
要
な
る
任

務
に
院
試

・
歳
試
・

科
試
の
施
行
が
あ
る
。
こ
の
院
試
は
童
生
を
封

象
と
し
、
あ
と
の
二
試
は
生
員
を
封
象
と
す
る
。
而
し
て
科
試
の
次

の
試
験
が
郷
試
で
、
科
翠
試
の
第
一
段
階
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
拳

政
と
郷
試
主
考
官
と
は
そ
の
仕
事
の
内
容
に
於
て
共
通
せ
る
も
の
が

大
い
に
あ
る
。
従
っ
て
皐
政
を
主
考
官
と
同
様
に
撃
力
テ
ス
ト
の
場

に
入
れ
て
親
試
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
安
首
な
る
策
で
あ
る
。
宮
崎

nu 
au 

博
士
は
「
科
奉
」
の
中
で
、
儒
林
外
史
を
引
き
、
答
案
優
劣
の
判
定

⑬
 

も
究
束
な
い
事
政
の
挿
話
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
嘉
正
年
間
、

貧
臓
累
高
な
る
を
摘
設
せ
ら
れ
て
斬
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
祭
政
命
鴻

@
 

圃
は
そ
の
莫
大
な
る
財
を
賄
賂
に
よ
っ
て
築
い
た
の
で
あ
る
。
か
か

そ
の
率
間
文
章
の

る
低
劣
破
廉
恥
の
事
政
が
存
在
し
た
か
ら
に
は
、

力
も
怪
し
い
者
が
あ
っ
て
嘗
り
前
で
あ
ろ
う
P

た
だ
し
、
落
正
帝
と
し
て
は
、
最
初
は
事
政
は
別
と
し
て
郷
試
主

考
官
の
み
を
封
象
と
し
た
事
力
テ
ス
ト
を
考
え
て
い
た
ら
し
い
。
と

云
う
の
は
、
彼
が
即
位
の
翌
年
薙
正
元
年
正
月
勿
々
吏
部
に
謝
し
て

下
し
た
議
旨
に
は
、



一
議
吏
部
。
開
列
各
省
試
官
。
在
部
院
之
奪
人
出
身
者
。
不
比
翰
林

人
員
。
文
章
或
致
荒
疎
者
。
著
開
列
。
朕
加
考
一
試
一
雌
証
明
…
問
団
信
一
務

と
あ
っ
て
、
各
省
試
官
を
封
象
と
し
拳
政
は
謝
象
外
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
侍
え
て
い
る
。
尚
お
右
と
略
々
同
内
容
の
記
載
が
東
肇
録
薙

正
第
二
に
も
見
え
る
。
そ
こ
に
は
「
撃
力
不
足
の
考
官
を
差
す
れ
ば

試
容
審
査
も
磁
に
出
来
ま
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
此
等
質
力
不
足

の
者
が
、
事
力
未
だ
衰
え
ず
と
誇
抽
抗
す
る
な
ら
、
股
が
力
試
め
し
て

や
る
ぞ
」
と
頗
る
辛
椋
皮
肉
の
言
葉
を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
増

し
て
、
大
切
な
こ
と
は
務
正
帝
が
事
力
テ
ス
ト
施
行
の
必
要
を
卸
位

嘗
初
よ
り
痛
感
し
て
い
た
と
と
を
右
文
に
よ
っ
て
知
ら
ね
ば
な
ら

ぬ。
考
差
法
設
定
の
嘗
面
の
目
的
は
衡
文
の
任
に
首
る
主
考
官
の
率
力

レ
ベ
ル
の
向
上
を
期
し
た
に
あ
る
。
該
考
差
は
、
在
位
十
三
年
間
に

四
回
即
ち
薙
正
三
年
、
七
年
、
九
年
、
十
三
年
に
行
わ
れ
、
之
に
よ
っ
て

郷
試
考
官
た
る
べ
き
買
力
充
分
の
議
定
要
員
を
確
保
し
て
お
く
と
い
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し
か
し
主
限
は
考
差
に
落
ち
た
者
は
更
に
肇
間
文

章
に
精
馳
せ
し
め
、
次
回
の
考
差
に
巻
土
重
来
せ
し
め
る
と
と
を
狙

っ
た
に
相
違
な
い
。
か
く
の
如
く
、
繰
返
え
し
行
え
ば
劣
等
非
力
の

主
考
官
は
嘗
然
淘
汰
さ
れ
、
次
第
に
権
威
あ
る
試
験
官
が
揃
っ
て
来

う
意
圃
も
あ
る
。

る
。
結
果
と
し
て
、
漸
次
郷
試
そ
の
も
の
の
威
巌
は
加
増
さ
れ
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
科
場
の
悪
弊
晒
習
は
多
少
と
も
革
去
消
滅
す
る

で
あ
ろ
う
。
科
奉
永
年
の
積
弊
が

か
か
る
過
程
を
ふ
ん
で
バ
改
革

さ
れ
る
と
せ
ば
、
そ
の
突
破
口
た
る
考
差
法
を
繰
返
え
し
て
行
う
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
考
差
の
法
だ
け
で
は
所
期
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
な
い
。

そ
と
で
こ
れ
と
並
行
し
て
貰
施
せ
ら
れ
た
第
一
の
方
法
が
、
郷
試
主

考
官
の
任
用
資
格
・
根
本
の
前
提
保
件
を
進
土
出
身
者
の
み
と
し
、

翠
人
出
身
者
は
之
を
除
外
、
郷
試
の
主
考
官
に
任
用
さ
れ
る
資
格
な

し
と
定
め
た
ζ

と
で
あ
る
。
皇
朝
遁
志
均
七
選
奉
略
選
奉
に
よ
れ
ば
、

翠
士

こ
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
の
は
第
一
回
考
差
が
施
行
さ
れ
て
一
ヶ
月

後
の
薙
正
三
年
二
月
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
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一
維
正
三
年
二
月
。
定
試
差
各
官
専
用
由
進
土
出
身
之
人
。
其
由
奉

人
出
身
者
。
概
不
興
試
。

と
あ
り
、
大
清
曾
典
事
例
省
三
種
部
貢
翠
郷
禽
薙
正
三
年
(
太
和
殿

一

三

考

宮

御
試
の
記
事
に
す
ぐ
績
い
て
)
に
は
、

又
〔
瞳
部
〕
奏
。
由
翠
人
出
身
之
郎
中
。
主
事
。
評
博
。
中
行
。

態
否
一
併
。
奉
旨
。
用
進
土
出
身
之
人
。
不
用
白
昼
人
出
身
之
人
。

と
あ
る
。
清
代
一
般
に
郷
試
登
第
者
を
奉
人
、
曾
試
登
第
者
を
貢



308 

土
、
蹴
試
登
第
者
を
進
土
と
呼
ぶ
。
拳
人
は
進
土
に
比
す
れ
ば
待
遇
も

劣
り
買
職
に
就
く
迄
の
歳
月
に
も
大
き
な
聞
き
が
あ
っ
て
、
「
進
土

は
二
三
年
待
て
ば
帥
献
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
翠
人
は
二
十
年
も

⑮
 

待
た
な
け
れ
ば
絞
に
あ
り
つ
け
な
い
」
と
云
う
貫
情
に
あ
っ
た
。
孝

人
の
浪
人
が
如
何
に
多
か
り
し
か
察
せ
ら
れ
る
が
、
年
老
衰
遁
の
翠

人
出
身
官
を
も

っ
て
、
郷
試
を
典
せ
し
む
る
こ
と
は
薙
正
帝
に
と

っ

て
は
不
安
極
ま
る
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

か
く
の
如
く
郷
主
試
官
の
任
用
資
格
を
進
土
出
身
及
び
翰
林
の
人

と
定
め
た
こ
と
、
奉
人
出
身
を
除
外
し
た
こ
と
の
二
事
は
宋
明
以
降

最
初
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
康
照
十
年
ト
?
進
土
出
身
官
を
も
っ
て

⑪
 

郷
試
主
考
と
す
る
の
令
が
一
度
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か

し
翰
林
官
に
つ
い
て
は
何
等
の
言
及
を
見
て
い
な
い
。
ま
た
康
照
十

年
以
後
、
貫
際
は
翠
人
出
身
官
が
間
々
選
充
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ゅ
康
照
の
制
が
同
帝
自
身
に
よ
っ
て
徹
底
し
て
守
り
績
け
ら
れ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
節
が
あ
る
。

さ
て
薙
正
三
年
太
和
殿
で
の
御
試
は
、
合
格
者
を
取
定
し
そ
の
姓

名
を
内
閣
に
封
貯
せ
し
め
、

で
運
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、

郷
試
の
差
遣
に
備
え
る
と
い
う
所
ま

具
瞳
的
に
そ
の
中
か
ら
誰
人
を
選
ん
で

差
遣
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。
薙
正
四
年

一
占
そ
の
こ
と
が
抽
範
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
東
華

一
一
」
ノ

録
発
正
第
八
に
よ
れ
ば
、

一
雄
正
四
年
夏
四
月
丁
丑
凶
論
各
省
郷
-
試
正
副
考
官
ο

来
。
屡
次
開
科
取
土
@
凡
属
考
官
皆
揮
人
品
端
方
d

素
行
謹
俗
者

馬
之
-
而
諸
臣
果
恨
守
法
度
凶
洗
糠
弊
端
。
各
省
梼
琵
匂
土
林
皆

股
御
極
以

無
異
議
。
但
聞
試
官
之
内
。
偶
有
事
間
不
及
。
而
所
取
之
文
未
壷

満
人
意
者
。
是
以
去
年
股
将
在
京
科
目
出
身
官
員
匂
醸
開
列
正
副

主
考
者
。
通
行
考
試
。
分
別
等
第
記
名
。
以
備
筒
用
υ

今
郷
猷
周
期
。
勝
記
名
人
員
製
範
命
往
@
使
典
試
事
。

大
清
曾
典

事
例
出
恒
三
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三
三
種
部
貢
寧

郷
曾
考
官
略
同

右
の
大
意
は
「
郷
試
を
来
年
に
控
え
て
此
の
際
、

昨
年
親
定
し
た

郷
試
主
考
官
の
中
か
ら
、

正
副
の
別
を
つ
け
て
誰
々
を
欽
渡
す
る

か
、
そ
れ
を
製
畿
に
よ

っ
て
決
め
た
い
」
と
の
薙
正
帝
の
考
え
で
あ

る
。
さ
て
し
か
ら
ば
、
如
何
に
し
て
製
範
が
行
わ
れ
た
か
、
大
清
曾

典
事
例
名
三
離
部
貢
奉
郷
曾
に
つ
い
て
見
ょ
う
。

三

三

考

官

是
年
(
薙
正
四
年
〉
牌
御
試
取
定
人
員
。
書
名
牙
範
。
盛
以
金

筒
。
毎
周
按
省
分
差
之
期
。
設
責
案
於
午
門
外
。
令
書
名
人
員
禽

集
。
命
大
皐
土
同
鵡
部
堂
官
。
奉
金
筒
置
案
上
。
製
範
唱
名
。
宣

讃
上
議
畢
。
大
率
土
持
所
製
名
銭
。
恭
請
欽
定
正
副
主
考
差
往
υ



右
、
抽
畿
の
次
第
は
前
年
撃
力
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
者
の
姓
名
を
記

し
た
く
じ
の
入
っ
た
金
筒
を
午
門
外
の
責
案
上
に
置
く
。
そ
の
現
場

に
は
記
名
さ
れ
た
す
べ
て
の
主
考
官
激
定
者
を
集
合
せ
し
め
る
。
大

皐
土
に
命
じ
て
薗
部
の
堂
官
と
共
に
製
鍛
せ
し
め
終
れ
ば
唱
名
す

る
。
つ
ま
り
、
首
選
者
の
名
を
大
訟
で
讃
み
上
げ
る
。
こ
れ
で
差
遣

す
べ
き
主
考
官
人
員
が
決
定
し
た
が
、
正
副
の
別
は
、
と
言
う
に
、

首
選
者
の
名
銭
が
大
事
土
の
手
に
依
っ
て
帝
に
捧
呈
さ
れ
、
帝
に
よ

っ
て
欽
定
さ
れ
た
と
あ
る
。

am
正
帝
が
こ
の
よ
う
に
製
銭
を
用
い
た
こ
と
は
淘
に
賢
明
で
あ
っ

た
。
公
卒
を
期
し
て
の
抽
畿
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
慎
重
さ
に
封
し

て
、
卒
心
に
脱
帽
し
て
よ
い
と
思
う
。
と
言
う
わ
け
は
そ
の
後
、
こ

の
抽
簸
と
唱
名
に
よ
る
法
が
慶
さ
れ
た
ら
し
く
、
考
差
終
了
後
、
合

格
者
の
名
箪
が
天
子
に
捧
呈
さ
れ
、
天
子
が
株
筆
を
以
て
丸
印
を
付

し
た
者
を
、
差
遣
の
官
と
す
る
と
い
う
法
に
襲
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ

の
名
車
を
天
子
に
捧
呈
す
る
の
が
太
監
の
役
で
あ
っ
て
、
彼
に
務
め

こ
の
名
箪
に
た
と
え
姓
名
の
載
っ
て
い
る

贈
賄
し
て
お
か
な
い
と
、

者
で
も
、
選
か
ら
洩
れ
た
と
云
う
奇
々
怪
々
な
と
と
が
貰
際
起
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
清
稗
類
紗
考
試
類
「
考
差
」
に
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郷
曾
試
考
官
。
須
先
考
差
。
考
後
必
開
名
翠
。
進
呈
御
質
。
候
上

加
珠
筆
被
園
者
。
始
得
差
。
然
非
行
隊
。
亦
不
可
侍
。
因
太
監
持

軍
人
時
。
車
中
雄
列
本
人
之
名
。
若
別
無
賄
賂
。
則
名
上
靴
有
告

暇
拍
費
等
字
様
。
置
手
指
中
。
臨
準
時
貼
之
図
無
人
舞
祭
。

右
に
よ
れ
ば
、
賄
賂
を
贈
ら
な
か
っ
た
者
に
は
、
太
監
が
そ
の
姓
名

上
に
告
暇
・
拍
費
な
ど
の
文
字
を
記
し
た
紙
片
を
秘
か
に
指
聞
に
忍

ば
せ
、
捧
呈
の
際
そ
れ
を
貼
り
つ
け
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

か
か
る

驚
く
べ
き
カ
ラ
ク
リ
と
不
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
或
は
薙
正
帝
が

預
測
し
て
、
慎
重
に
も
製
銭
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

一
盤
、
薙
正
帝
は
性
格
と
し
て
、
案
外
紳
経
の
細
か
い
人
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
部
屋
住
み
四
十
年
の
聞
に
、
苦
努
も
し
た
結
果
で
あ
ろ

-63-

ぅ
。
現
に
彼
は
「
族
、
藩
邸
に
あ
る
こ
と
四
十
年
、
世
相
人
情
知
ら

@
 

ざ
る
は
無
し
」

:、

、
、

I
l

〈

I
v

‘LV

「
群
下
の
隠
情
、
皇
考
に
あ
っ
て

ま
た

は
、
能
く
深
知
さ
れ
て
な
い
が
、
朕
は
子
臣
の
位
に
居
る
こ
と
四
十

年
な
れ
ば
、
巨
庶
の
惰
堂
固
な
親
見
す
る
所
で
あ
九
」
と
も
い
っ
て

い
る
。
こ
の
苦
努
性
か
ら
費
す
る
彼
の
科
奉
の
施
策
に
も
そ
れ
が
能

く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
或
は
賓
寒
翠
人
や
曾
試
下
第
の
奉
人

@
 

に
路
費
銀
を
屡
々
支
給
し
て
い
る
と
と
(
宋
明
に
も
下
第
隼
人
に
賜

輿
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
、
珍
し
く
は
な
い
が
、
帝
の
場
合
そ
の
回
数

が
多
い
こ
と
が
目
に
つ
く
)
ま
た
或
は
曾
試
貢
院
で
必
要
と
す
る
物
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品
だ
と
言
っ
て
玉
城
民
間
の
卓
子
椅
子
の
類
を
借
り
上
げ
は
な
ら
な

'
い
と
工
部
に
命
旬
、
或
は
好
事
心
に
燃
え
る
苗
猪
の
人
に
就
試
入
率

一抑制時一
M
M
て
す
る
を
許
可
1
司
、
或
は
農
民
の
動
勢
作
苦
を
察
し
、

手
足
に
ま
め
ゃ
あ
か
ぎ
れ
を
作
り
以
て
租
賦
に
供
し
、
父
母
妻
子
を

養
う
生
活
に
同
情
の
目
を
注
、
ぎ
、
漢
の
孝
弟
力
回
科
に
片
山
っ
て
力
回

科
を
設
け
、
毎
年
一
人
篤
農
の
老
を
奉
げ
し
め
給
す
る
に
八
品
の
頂

戴
を
以
で
し
た
が
、
更
に
河
南
綿
督
回
文
鏡
に
命
じ
て
右
の
外
に
所

属
州
牒
か
ら
別
に
力
回
の
老
農
を
翠
げ
(
同
様
の
頂
戴
を
輿
え
る
)

@
 

こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

さ
て
衣
に
再
び
主
題
た
る
考
差
法
に
就
い
て
そ
の
後
の
嬰
遷
は
、

と
見
る
に
皇
朝
文
献
遁
考
坤
四
選
邸
中
考
三
翠
土
嘉
正
七
年
の
傑
に
、

第
二
回
目
の
考
差
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

又
奉
論
旨
。
考
官
専
司
衡
文
之
任
。
必
須
撃
問
明
遁
者
。
始
能
盤

別
不
爽
。
薙
正
三
年
。
曾
終
在
京
科
目
出
身
。
臨
充
正
副
考
官
之

員
。
通
行
考
試
。
分
別
等
次
記
名
。
於
躍
正
四
年
製
銭
。
命
往
各

省
。
使
典
試
事
。
今
己
越
三
年
。
従
前
考
取
人
員
。
其
中
陸
遁
外

任
。
及
告
暇
国
籍
者
甚
多
。
印
有
在
京
者
。
其
所
皐
或
以
日
久
漸

荒
。
而
前
此
之
宋
官
入
選
者
。
今
用
数
年
之
功
。
文
婆
未
必
無
所

且
陸
績
新
到
之
員
。
亦
復
不
少
。
著
照
発
正
三
年
之
例
遁

進
盆
。

行
考
試
。
倹
股
分
別
記
名
以
備
持
衡
之
任
。
有
不
願
就
試
者
亦
聴

其
意
。
一
諮
問
糊
一騎

一腕
配

右
に
依
れ
ば
、
薙
正
三
年
考
取
し
た
郷
試
主
考
官
の
中
で
、
陸
遷
外

任
の
人
と
か
、
告
喉
国
籍
の
人
が
甚
だ
多
く
出
た
こ
と
、
ま
た
前
回

の
考
差
に
合
格
し
な
か
っ
た
者
で
、
こ
の
三
年
間
事
問
文
章
に
精
駒

し
て
進
歩
し
た
者
も
あ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
こ
と
、
そ
の
上
、
新
た

に
科
挙
に
差
し
て
進
土
の
肩
書
を
得
た
者
腕
提
供
一
奪
還
唖

八
年
十
一
年
の
五
も
多
く
出
て
、
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
っ
て
、
四
年

科
が
行
わ
れ

7

L

振
り
に
考
差
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
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さ
て
右
文
中
、
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
は
最
後
の
一
句
で
、
考
差
を

受
く
る
を
希
望
し
な
い
者
が
あ
っ
た
と
い
う
事
買
で
あ
る
。

典
事
例
九
三
百
部
貢
翠
糊
聞
に
も

其
願
就
試
者
聴
。

大
清
曾

と
あ
っ
て
、
恐
ら
く
自
信
の
な
い
者
が
考
差
を
敬
遠
し
た
に
由
る
の

で
あ
っ
て
、
嘗
局
は
そ
の
任
意
に
ま
か
し
た
と
あ
る
が
、
こ
の
貼
、

務
正
帝
の
所
期
の
目
標
た
る
非
力
考
官
の
淘
汰
、
主
考
官
全
瞳
の
質

的
向
上
が
早
く
も
三
年
目
に
現
出
し
て
来
た
と
見
ら
れ
、
考
差
の
法

の
効
き
目
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
第
二
回
の
考
差
に
つ
い
て
は
皇
朝
文
献
遁
考
鵬
九
遺



奉
考
拳
土
に
も

〔
嘉
正
〕
七
年
。
白
行
御
試
。
分
別
記
名
。

と
見
え
て
い
る
と
と
を
付
言
し
て
お
こ
う
。

第
三
回
目
及
び
第
四
回
目
の
考
差
に
つ
い
て
は
大
清
曾
臭
事
例

鼻
咽
三
種
部
貢
翠
郷
曾
こ

三

三

考

官

t

〔
薙
正
〕
九
年
。
請
。
従
前
考
取
之
人
。
倶
己
陸
横
差
遣
。
慮
再

行
考
試
。
候
旨
筒
用
。

〔
薙
正
〕
十
三
年
。

議

今
年
郷
試
之
期
。

著
持
在
京
臨
差
人

員
。
遜
照
奮
例
考
試
侯
旨
。

と
見
え
、
十
三
年
の
方
は
、
皇
朝
文
献
遁
考
一
一
四
選
一
筆
主
に
も
次

の
如
き
筒
車
な
文
が
七
年
の
績
き
に
見
え
て
い
る
。

十
三
年
。
郷
試
主
考
。
皆
如
之
。

以
上
、
務
正
治
下
に
於
け
る
考
差
の
法
の
費
逼
に
つ
い
て
略
述
し

た
。
最
後
に
附
言
し
た
い
こ
と
は
、
清
代
考
差
法
の
も
つ
意
義
で
あ

っ
て
、
該
法
は
結
局
郷
試
主
考
官
の
採
用
試
験
た
る
性
格
を
も
っ

が
、
先
に
も
指
摘
し
た
如
く
、
宋
の
解
十一
試
考
官
と
異
り
、
奉
命
典
試

た
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

つ
ま
り
、
近
世
濁
裁
君
主
の
直
々
の
命
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を
も

っ
て
い
る
と
言
う
貼
に
於
て
、
郷
試
主
考
官
と
な
る
こ
と
は
本

人
の
履
歴
上
、
重
要
な
る
事
項
と
し
て
、
清
史
列
停
中
、
莱
年
莱
省

の
主
考
官
に
任
.
せ
ら
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
宋
史
な
ど
の

列
俸
に
は
郷
闇
典
試
の
こ
と
は
履
歴
と
し
て
記
載
さ
れ
た
も
の
は
無

い
。
宋
と
清
と
、
同
じ
科
翠
試
の
第
一
段
試
で
あ
る
が
、
雨
者
に
大

な
る
聞
き
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

該
考
差
制
は
乾
隆
嘉
靖
と
績
い
て
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
迄
も

な
い
。
そ
の
方
法
に
多
少
の
費
更
が
あ
っ
た
が
、
清
末
ま
で
貰
施
さ

れ
た
。
そ
れ
に
就
て
は
他
の
機
舎
に
譲
る
と
し
て
、
次
節
に
於
て
該

法
と
並
行
し
て
嘉
正
帝
が
採
用
施
行
し
た
郷
試
同
考
官
の
事
力
テ
ス

ト
に
つ
い
て
の
読
述
に
移
り
た
い
。
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郷
試
同
考
官
の
撃
力
試
験

(時
襲
一
篇
の
試
)

前
節
に
於
て
郷
試
主
考
官
に
封
し
て
考
差
法
を
以
て
し
、
そ
の
素

質
向
上
を
計
り
、
且
つ
そ
の
考
差
を
受
く
る
者
は
翰
林
官
員
と
進
土

出
身
部
院
官
の
二
者
に
限
定
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
所
期
の
効
き
目

が
着
々
と
現
れ
て
来
た
こ
と
等
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
主
考
官
の

補
佐
役
と
し
て
、
試
谷
を
分
校
閲
検
す
る
同
考
官
に
劃
し
て
も
一
種

の
皐
力
テ
ス
ト
を
行

っ
た
こ
と
に
就
い
て
本
節
に
於
て
述
べ
た
い
。

皇
朝
文
献
通
考
同
一
九
選
傘
考
坤
一
次
び
世
宗
貫
録
及
び
東
華
録
嘉
正

第
二
な
ど
に
そ
の
事
が
見
え
る
。
今
そ
の
三
書
の
う
ち
東
牽
録
務
正
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二
に
よ
れ
ば
、

嘉
正
元
年
五
月
己
亥
。
又
聞
各
省
郷
試
房
考
。
凡
州
蘇
官
。
由
科

甲
出
身
者
。
止
許
入
閣
一
衣
。
夫
考
官
。
以
乗
公
精
襲
。
識
援
人

材
局
主
。

何
論
曾
否
入
闇
。

嗣
後
凡
遇
郷
試
科
。

各
省
督
撫
臨

場
調
菰
円
。
科
甲
出
身
之
員
。
不
論
己
未
分
房
。
監
臨
試
以
時
聾
一

篇
。
其
文
理
優
長
者
。
矯
内
簾
房
考
。
荒
疏
者
倶
外
場
執
事
。
則

分
校
得
人
。
而
佳
文
童
扶
失
。

右
に
依
れ
ば
、
皐
力
テ
ス
ト
は
巡
撫
が
行
う
こ
と
、
州
蘇
官
の
科
甲

出
身
の
者
を
、
時
事
一
篇
を
以
て
試
め
す
こ
と
、
そ
の
成
績
に
よ
っ

る
。
大
鐘
、
郷
試
の
考
官
と
し
て
、

以
上
で
あ

主
考
官
は
正
副
各
一
名
を
以
て

て
、
内
簾
房
考
又
は
外
簾
執
事
に
分
け
任
命
す
る
こ
と
、

成
り
、
同
考
官
は
ま
た
、
房
官
と
も
い
い
、
そ
の
人
数
は
省
の
大
小

に
よ
り
、
十
八
名
か
ら
八
名
の
聞
を
往
来
す
る
。
任
務
は
試
容
の
分
校

評
聞
に
あ
り
、
彼
等
に
輿
え
ら
れ
た
所
定
の
房
内
に
所
定
数
の
試
容

が
廻
迭
さ
れ
て
来
る
と
、
そ
の
分
だ
け
を
採
貼
、
評
閲
し
た
る
試
容
を

主
考
に
遺
る
明
暗
う
試
容
の
最
終
の
去
取
は
主
考
官
の
掌
中
に
あ
り

て
、
同
考
官
に
は
な
い
。
而
し
て
同
考
官
は
科
甲
出
身
の
州
廓
官
よ

り
選
ぶ
が
、
薙
正
帝
は
そ
の
考
官
た
り
し
経
験
の
有
無
を
間
わ
ず
、

時
事
一
篇
を
以
て
巡
撫
ハ
郎
ち
監
臨
官
)
の
手
に
よ
っ
て
加
試
せ
し

め
、
成
績
優
秀
者
は
同
考
官
に
、
悪
し
き
者
は
外
簾
執
事
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

一
般
に
清
初
以
来
、
同
考
官
は
そ
の
省
の
科
翠
出
身
の
属
官
及
び

隣
省
の
科
甲
の
推
官
・
知
牒
等
を
用
い
た
。
根
本
的
な
任
用
資
格
と

し
て
科
甲
の
人
た
る
こ
と
と
し
た
の
は
主
考
官
の
場
合
と
同
様
で
あ

る
。
そ
の
科
甲
出
身
の
州
鯨
官
が
同
考
官
と
し
て
選
用
さ
れ
る
場
合

入
閣
の
経
験
の
有
無
よ
り
、
重
要
な
の
は
、
そ
の
人
の
事
問
文
章
の

買
力
の
有
無
で
あ
る
と
薙
正
帝
は
考
え
た
。
こ
の
事
力
テ
ス
ト
も
考

差
と
同
じ
く
同
考
官
の
皐
力
向
上
を
目
標
と
し
て
設
け
ら
れ
た
こ
と
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は
言
う
迄
も
な
い
。

次
に
薙
正
帝
は
従
来
、
現
任
知
賂
や
藩
臭
が
郷
試
に
関
係
す
る
こ

と
に
疑
問
を
抱
き
、
之
を
罷
め
て
代
案
を
考
出
貫
施
し
て
い
る
。
清
初

以
来
、
知
鯨
が
同
考
官
に
度
々
任
用
さ
れ
て
い
る
が
、
知
蘇
は
親
民

官
と
し
て
、
最
も
牧
民
に
精
闘
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
郷
試
の
貢
院

に
入
っ
た
き
り
、
動
も
す
れ
ば
数
ヶ
月
の
長
き
に
亘
っ
て
、
郷
試
に
専

念
し
て
政
治
を
留
守
に
す
る
こ
と
は
安
官
で
な
い
。
そ
こ
で
、
薙
正

帝
は
薙
正
五
年
一
七
現
任
知
鯨
の
同
考
官
拝
命
を
一
切
罷
め
る
こ
と

二
七

い
ま
其
の
経
緯
を
皇
朝
文
厳
重
4

泊
四
選
翠
考
三
翠
土
薙

に
し
た
。

正
五
年
の
傑
に
就
い
て
見
る
に



又
奉
議
旨
。

外
省
郷
試
房
考
。

奮
例
皆
用
現
任
知
牒
入
闇
。

思
。
知
蘇
身
震
民
牧
。
地
方
政
務
甚
繁
。
入
闇
動
経
敷
月
。
諸
事

或
至
遅
慢
。
朕
意
。
'
欲
牌
外
省
房
考
之
例
。
制
酎
酌
更
定
。
或
於
隣

省
中
。
翠
人
進
土
之
在
家
候
選
者
。
臨
期
調
取
数
十
人
。
i

交
於
監

臨
之
督
撫
。
業
公
製
録
。
令
其
入
聞
分
校
。
著
九
卿
詳
議
具
奏
。

零
議
。
順
天
郷
試
。
白
照
奮
例
。
其
外
省
郷
試
。
簡
令
所
属
地
方

官
。
持
在
籍
之
進
土
奉
人
文
行
素
優
者
。
迭
督
撫
街
門
験
君
。
以

備
隣
省
調
取
。
大
省
十
八
房
取
用
三
十
名
。
中
省
十
四
房
取
用
二

十
五
名
。
小
省
十
二
一
房
或
十
一
房
取
用
二
十
名
。
十
房
取
用
十
八

名
。
隣
省
客
文
到
目
。
遣
官
件
迭
。
人
給
路
費
銀
三
十
雨
。
臨
期

製
鎮
。
得
内
簾
者
。
入
聞
分
校
。
徐
令
国
籍
。
至
外
簾
之
枚
掌
等

五
所
官
。
伯
於
本
省
府
州
牒
佐
寛
等
官
内
委
用
。
従
之
。

右
の
要
旨
は
現
任
知
牒
の
房
官
奔
命
の
代
り
に
、
隣
省
の
翠
人
・
進

土
出
身
の
待
命
者
を
先
ず
数
十
人
調
取
し
、
之
を
監
臨
官
た
る
督
撫

に
交
し
、
製
畿
に
よ

っ
て
人
選
決
定
す
る
と
云
う
原
案
を
務
正
帝
が
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作
成
し
、
九
卿
の
詳
議
に
付
し
た
。
そ
の
結
果
、
順
天
郷
試
は
従
来

通
り
と
す
る
が
、
外
省
は
所
属
地
方
官
に
命
じ
て
、
在
籍
の
進
土
翠

人
に
し
て
撃
行
優
秀
な
る
者
を
督
撫
街
門
に
迭
り
、
験
看
し
、
隣
省

の
調
取
に
備
え
る
。
そ
の
割
嘗
の
人
数
は
、
大
省
十
八
房
に
謝
し
て 朕

以
下

中
省
十
四
房
に
謝
し
て
、

十
五

三
十
名
を
取
用
す
る
。

名
、
小
省
十
二
、
又
は
十
一
一
房
に
謝
し
て
二
十
名
、
十
房
に
謝
し
て

は
、
十
八
名
の
割
合
で
あ
る
。
而
し
て
隣
省
か
ら
の
寄
文
到
着
の
日

に
、
官
員
を
し
て
伴
迭
せ
し
め
、
郷
試
の
期
目
前
に
製
銭
に
て
毎
房

一
名
を
決
定
す
る
。
内
簾
官
を
引
き
嘗
て
た
者
は
入
院
し
て
分
校
の

任
に
首
り
、
そ
の
他
の
者
は
隣
省
に
掃
え
ら
し
め
る
と
云
う
こ
と
に

な
っ
た
。

要
す
る
に
薙
正
帝
は
政
治
は
政
治
、
科
奉
は
科
翠
と
し
て
、
判
然

た
る
一
線
を
劃
す
る
こ
と
が
、
結
局
、
科
事
そ
の
も
の
に
取
っ
て
も

最
良
策
で
あ
る
と
考
え
た
に
相
違
な
い
。
更
に
大
切
な
こ
と
は
、
地

方
官
と
地
方
讃
書
人
と
の
聞
に
顔
な
じ
み
が
あ
る
の
が
普
通
で
あ

る
。
周
知
の
如
く
明
代
以
来
科
穆
を
受
く
る
必
須
の
資
格
は
地
方
州

蘇
撃
の
生
徒
卸
ち
生
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
生
員
と
も
な

れ
ば
、
準
官
吏
待
遇
を
受
け
奇
か
ら
、
自
由
に
官
場
を
遊
泳
し
、
そ

の
筋
の
大
官
要
員
に
知
己
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
否
、
こ
う
し

て
、
大
官
と
接
鯛
を
保
っ
て
お
か
ね
ば
科
挙
試
突
破
は
難
し
い
と
さ

れ
た
。
郷
試
同
考
官
に
現
任
知
牒
が
任
命
さ
れ
る
清
代
に
於
て
、
奉

土
は
勿
論
、
知
豚
に
接
近
し
て
行
く
。
そ
れ
が
官
場
の
常
で
あ
っ
た
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の
で
あ
る
。
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務
正
帝
は
、
後
述
す
る
が
、
考
官
と
翠
土
と
の
闘
節
遁
聞
を
最
も

排
撃
し

通
同
に
て
査
第
し
た
場
合
、
前
例
な
き
斬
立
決
の
極
刑
を

以
て
庭
罰
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
巌
正
な
る
庭
置
を
採
れ
る
務
正

帝
と
し
て
は
、
現
任
知
鯨
を
房
考
官
に
任
命
す
る
従
来
の
方
法
は
危

険
極
ま
り
な
い
こ
と
と
し
て
、
首
然
蹟
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

は
、
斯
く
考
え
て
、
慎
重
に
も
隣
省
の
待
命
せ
る
進
土
翠
人
、
印
ち

未
だ
鈴
還
を
受
け
て
い
な
い
科
甲
の
人
を
も
っ
て
、
房
考
官
に
任
、
ず

る
と
と
に
し
、

先
ず
各
省
既
定
の
房
考
官
数
の
倍
近
い
人
数
を
取

り
、
そ
の
中
か
ら
更
に
抽
畿
で
最
終
的
に
規
定
数
の
房
考
官
を
決
定

人
選
す
る
と
云
う
慎
重
の
上
に
も
慣
重
な
方
法
を
採

っ
て
い
る
の
で

あ
るさ

て
薙
正
帝
は
次
に
布
政
使
と
按
察
使
と
が
夫
々
一
郷
試
の
提
調
官

訣
場
雑
務
監
試
官
主
と
し
て
試
場
こ
任
ず
る
在
来
の
法
を
薙
正
七
年
一

の

綿

取

締

内

外

の

監

察

t

ι
に
鹿
罷
し
た
。
霊
五
時
十
維
正
第
十
五
薙
正
七
年
秋
七
月
丁
巳
の
傑

議
内
閣
。
各
省
郷
試
。
奮
例
以
巡
撫
局
監
臨
。
布
政
使
矯
提
調
。

道
員
篇
副
提
調
。
按
察
使
矯
監
試
。
道
員
矯
副
監
試
。
股
思
藩
泉

二
員
。
乃
遁
省
鋪
糧
刑
名
之
総
陸
。
入
場
一
月
有
絵
。
勝
地
方
公

事
。
沈
閣
遅
延
。
於
官
民
均
矯
未
使
。
況
場
務
既
有
道
員
二
人
。

則
科
場
之
事
。
己
有
大
員
料
理
。

各
省
以
道
員
二
人
魚
提
調
官
。

不
必
又
用
務
果
。
従
今
科
始
。

一
人
魚
監
試
官
c

永
著
痛
例
。

右
文
に
依
れ
ば

一
省
の
鏡
穀
刑
名
を
司
る
藩
泉
と
も
あ
ろ
う
大

彼

員
が
一
ヶ
月
徐
り
も
郷
試
事
務
に
複
頭
専
従
す
る
こ
と
は
、

上
、
買
に
よ
ろ
し
く
な
い
。

公
事

監
試
・
提
調
な
ら
ば
道
員
で
間
に
合

ぅ
、
と
言
う
の
が
帝
の
考
で
あ
る
。
因
み
に
遁
員
も
避
け
ね
ば
な
ら

ぬ
と
い
う
意
見
も
出
ょ
う
が
、
南
官
は
全
く
試
容
審
査
に
は
閥
係
の

な
い
官
で
あ
る

こ
の
薙
正
七
年
の
改
正
案
は
後
に
も
受
纏
が
れ
、
清
一
代
の
定
例

同
山

と
な

っ
た。

翰
林
庶
土
問
土
へ
の
就
職
試
験
(
朝
考
)

殿
試
終
了
直
後
、
新
進
土
が
翰
林
庶
吉
土
問
清
一
日
γ
滑
に
任
ず
る

た
め
に
受
く
べ
き
試
験
搬
間
一
知
?
?
を
朝
考
と
い
い
、
務
正
元
年

一
一
一
日
創
設
さ
れ
、
光
緒
二
十
四
年
ー
ま
で
績
い
た
ゆ

官
途
に
於
い
て
昇

進
最
も
速
く
、
且
つ
儲
才
の
地
た
る
翰
林
院
入
り
を
志
望
す
る
多
く

E
-

の
新
進
土
に
と

っ
て
は
、
正
に
大
切
な
就
職
試
験
で
あ

っ
た
。
朝
考
の

内
容
乃
至
貫
施
の
方
法
に
就
い
て
ま
、
清
園
行
政
法
第
三
容
科
患
-

t

朝
考

宮
崎
博
士
の
奮
「
科
翠
」
棚
一
肝

p
r年
の
第
一
六

O
頁
・
同
博
士
の



新
「
科
翠
」
昭
三
八
年
第
二
、
四
頁
・
商
街
謹
氏
「
清
代
科
翠
考
試

中

公

斯

書

/

述
鎌
一
二
な
ど
に
依
り
、
殆
ど
、
そ
の
全
貌
が
把
握
出
来
る
が
、

」
五
頁

た
だ
そ
の
設
立
の
動
機
と
目
的
に
就
い
て
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

先
ず
そ
の
動
機
の
第
一
と
し
て
薙
正
帝
即
位
の
嘗
初
、
翰
林
官
員
が

過
剰
現
象
を
示
し
て
い
た
と
い
う
事
質
が
あ
り
、
一
雄
正
帝
は
之
を
是

正
す
る
た
め
に
、
庶
吉
土
を
出
来
る
だ
け
巌
還
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
た
。
薙
生
貫
録
一
一
一
一
雄
正
元
年
十
月
乙
丑
の
上
識
に
、

従
前
聖
組
問
一
加
意
育
才
。
循
循
訓
導
。
又
纂
修
各
種
書
籍
。
需
員

甚
多
。
故
翰
林
院
編
検
。
幾
至
二
百
人
。
庶
士
ロ
土
亦
五
六
十
人
。

股
臨
御
之
初
。
未
有
編
纂
諸
事
。
又
未
能
如
聖
岨
之
善
於
訓
導
。

誠
恐
人
才
置
之
開
散
。
特
多
方
銀
用
。
内
而
科
道
吏
部
。
外
而
道

府
州
牒
。
倶
各
随
材
器
。
使
務
令
疏
遇
。
今
編
検
尚
有
百
徐
人
。

庶
士
ロ
土
尚
有
数
十
人
。
・
:
:
・
今
股
特
恩
開
科
。
人
材
輩
出
。
将
来

棟
選
庶
常
。
朕
首
親
加
考
試
。
引
見
棟
選
。

康
照
以
来
、
翰
林
院
編
修
・
同
検
討
は
二
百
人
、
庶
吉
土
五
六
十
人

と
云
う
大
世
帯
に
な
っ
た
が
、
編
纂
事
業
の
計
壷
も
な
い
薙
正
帝
に

と
っ
て
多
過
ぎ
る
と
い
う
の
だ
。
人
材
を
閑
散
な
翰
林
院
に
置
く
の

は
嘗
を
得
た
策
で
な
い
か
ら
、
務
め
て
多
方
録
用
し
て
見
た
が
、
ま
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だ
、
編
検
百
徐
人
、
庶
土
ロ
土
数
十
人
も
い
る
と
い
う
献
態
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ど
う
し
て
も
今
後
は
考
試
を
行
い
、
庶
士
ロ
土
を
選
取
す
る

と
薙
正
帝
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
試
験

か
く
し
て
翰
林
官
全
韓
の
減
員
を
計

こ
と
に
し
た
い
、

に
よ
っ
て
庶
吉
土
を
巌
還
し
、

ろ
う
と
云
う
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
何
故
に
翰
林
官
の
過
剰
現
象
が
薙
正
頃
ま
で
に
現
れ
た

の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
従
来
の
庶
吉
土
の
選
び
方
が
保
撃
に
主
と
し

て
依
っ
た
と
と
に
在
る
ら
し
い
。
保
奉
賀
施
に
つ
い
て
は
徐
り
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
一
慮
、
燭
れ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

石
渠
紀
徐
瑞
「
紀
進
土
」
に
次
の
如
く
見
え
る
。

進
土
援
官
之
制
。
園
初
選
庶
吉
土
。
専
由
保
筆
。
薙
正
初
。
設
朝

考
。
猫
輿
保
掌
粂
行
。

-69-

保
奉
は
多
く
九
卿
の
保
翠
に
よ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
と
い
う
の
は
朝

考
成
立
後
、
保
翠
も
参
用
さ
れ
て
、
て
、
乾
隆
二
年
一
七
の
議
継
皇

し

一

ニ

七

靭

純
一
話
器
遜
に
よ
れ
ば
、
「
近
来
新
進
土
。
於
放
梼
後
。
先
令
九

卿
保
彦
。
然
後
帯
領
引
見
。
選
用
庶
常
」
と
あ
り
、
恐
ら
く
園
初
の

保
奉
も
乾
隆
二
年
の
議
准
に
あ
る
保
孝
の
如
く
、
九
卿
に
命
じ
て
行

は
し
め
た
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

思
う
に
保
奉
の
法
に
は
大
な
る
歓
貼
が
あ
る
。
ど
う
し
て
も
散
漫

疏
略
に
流
れ
易
く
、
濫
薦
に
陪
り
る
。
そ
れ
は
多
く
請
託
が
原
因
で
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あ
る
。
乾
隆
二
年
一
七
御
史
程
盛
疹
の
奏
言
に
依
り
、
保
奉
が
廃
止

三，

t

f

さ
れ
る
が
、
そ
の
奏
言
の
中
に
も
「
保
拳
を
例
と
し
て
施
行
し
て
以

@
 

来
、
貫
く
請
託
の
門
、
が
聞
か
れ
た
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
判
る
。

是
れ
に
依
っ
て
之
を
観
れ
ば
、
薙
正
即
位
首
初
の
翰
林
官
の
過
剰

一
面
に
於
て
保
翠
の

は
編
纂
事
業
の
み
に
起
因
し
た
の
で
は
な
く
、

影
響
も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

朝
考
創
設
の
第
二
の
動
機
は
、
康
照
四
十
一
年
〈

rz
庶
士
同
士
が
郷

試
副
考
官
と
し
て
欽
波
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
事
買

l
lこ
れ
で
あ

る
。
清
史
列
停
泊
サ
七
文
苑
停
二
張
致
捕
に

〔
康
照
〕
二
十
七
年
。
成
進
土
。
改
翰
林
院
庶
吉
土
:
:
:
四
十
一

年
。
充
山
西
郷
試
副
考
官
。
庶
常
典
試
始
此
。

と
見
え
る
如
く
、
張
致
捕
は
庶
士
口
土
の
身
分
を
以
て

山
西
副
考
官

と
し
て
欽
娠
さ
れ
て
い
る
。
此
の
こ
と
が
何
故
、
朝
考
成
立
の
原
因

と
な
っ
た
か
、
次
に
説
明
し
よ
う
。

そ
も
そ
も
庶
吉
土
と
は
翰
林
官
の
見
習
い
で
あ
っ
て
、
三
年
間
庶

常
館
に
て
園
学
習
し
た
後
、
散
館
考
試
い
わ
ば
修
を
受
け
、
そ
の
成
績

了
訟
験

第
一
等
は
翰
林
院
の
本
官
た
る
編
修
又
は
検
討
に
任
ぜ
ら
れ
、
第
二

等
は
中
央
政
府
の
京
官
を
援
け
ら
れ
、
第
三
等
は
地
方
州
鯨
等
の
外

官
に
任
用
さ
れ
る
の
を
待
つ

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
従
つ

て
、
庶
士
口
土
が
郷
試
血
ハ
試
の
任
に
首
る
と
す
れ
ば
貫
械
も
足
ら
な
い

し
、
撃
力
も
未
だ
し
の
感
が
深
い
。
と
す
れ
ば
、
一
路
、
そ
の
援
職

の
際
に
、
買
力
試
験
を
し
て
置
い
た
方
が
よ
い
。
否
、
組
封
必
要
で

あ
る
。次

に
朝
考
の
目
的
で
あ
る
が
、
結
局
。
庶
吉
土
の
事
力
充
賓
の
た

め
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
他
に
一
つ
の
論
接
が
あ
る
。
そ

の
論
接
と
は
清
代
薙
正
帝
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
大
考
主
と
し
て
翰

林
侍
讃
摩
士

以
下
の

考
績
の
制
が
次
に
掲
ぐ
る
清
稗
類
紗
考
試
類
「
翰
林
大
考
始
於
嘉

正
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
庶
士
同
士
等
の
聞
字
力
向
上
を
目
標
と
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し
て
創
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

薙
正
突
丑
計
一
四
月
上
論
。
嗣
後
庶
吉
土
等
一
雄
一
経
援
一
戦
。
或
数
年

以
後
υ

或
十
年
。
股
再
加
考
験
。
若
依
然
精
熱
。
必
従
優
録
用
。

以
示
援
助
。
其
遺
忘
錯
誤
。
亦
必
加
以
慮
分
。
是
箆
翰
林
大
考
之

始
し
か
し
て
、
商
桁
謹
氏
も
大
考
が
主
と
し
て
翰
林
官
員
侍
讃
皐
土
以

下
を
封
象
と
す
る
考
試
乃
至
考
績
で
あ
っ
て
、

そ
の
目
的
の
一
つ

は
、
彼
等
が
将
来
、
奉
命
奥
試
す
る
際
に
、

こ
と
な
き
よ
う
に
」
と
の
意
圃
を
も
っ
て
貫
施
さ
れ
た
と
言
っ
て
い

「
そ
の
職
に
稿
わ
ざ
る

る
。
こ
れ
と
略
々
同
様
の
こ
と
が
、
朝
考
に
場
合
の
も
言
え
る
と
思



う以
上
、
論
ベ
た
如
く
、
報
考
鰯
の
創
設
は
、
嘗
面
の
罰
的
と
し
て
は
、

翰
林
官
民
の
膿
選
縮
少
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

紫
向
上
を
計
り
、
殊
に
庶
土
日
土
が
鶏
試
を
典
試
す
る
と
な
れ
ば
、
之

が
撃
力
を
一
一
暦
高
度
に
高
め
る
こ
と
が
必
饗
で
あ
る
。
か
く
の
知
き

意
璽
を
も
っ
て
は
じ
め
て
設
け
ら
れ
た
と
畿
で
大
通
あ
る
ま
い
。

-
朝
考
・
悶
考
宮
試
な
ど
は
い
ず
れ
も
、
薙
正
帝
の

そ
の
目
的
は
一
つ
、
部
ち
考
官
た
る
べ
き
官

以
上
、

創
設
と
す
る
も
の

員
の
紫
質
改
善
に
あ
っ
た
こ
と
を
謹
ベ
た
。
こ
の
よ
う

な
積
極
的
な
施
策
を
行
っ
た
薙
正
帝
は
一
方
に
於
て
は
考
官
の
閥
節

通
関
に
謝
し
て
極
刑
を
以
て
之
に
臨
み
、
以
て
制
抑
揚
瀬
正
念
計
っ
た

こ
と
を
述
べ
て
慈
末
を
急
ぎ
た
い
。

大
清
曾
兵
事
例
袋
一
一
一
纏
部
質
経
嗣
般
に

開

問

。

然

令

ハ
蕗
正
元
年
〕
又
饗
准
。
考
物
同
士
子
い
交
遁
作
弊
。
一
憲
採
名
受

賄
。
臨
情
隣
鶴
中
武
者
。
審
費
。
持
作
弊
之
考
官
。
並
品
賞
藤
山
市
式

媛
帽
子
成
斬
。
皆
立
決
。
結
城
一
純
一
向
訪
日
開
一
隅
考

と
あ
る
に
依
れ
ば
、
考
官
と
土
子
と
が
還
問
し
、
党
賄
瞬
節
に
よ
り
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て
登
第
せ
る
場
合
、
審
買
な
ら
ば
考
官
奉
土
と
も
に
斬
立
決

を
受
け
た
こ
と
を
知
る
。
従
来
、

の
吋
週
間
賠
賓
の
罪

に
つ
い
て
大
溝
曾
兵
事
鍔
袋
三
麓
部
貢
翠
申
鍛
こ
、

禁
令

t

ハ
康
問
問
〕
一
一
一
十
九
年
覆
准
。
主
考
官
有
交
通
購
説
。

全
線
中
式
。
事
費
情
費
者
。

正と
ーあ
七つ

空六
七務
年正
冬の
十罰
丹第百
宏、に
成比
のし
嬢

い
報
い
。
ま
た
菜
蒙
銭
藷

ハ
綴
天
懇
試
〕
場
前
有
房
考
二
一
人
輿

夫
以
科
場
久
巴
薫
靖
之
持
。
不
藤
尚
腕
暗
通
韓
鏡

九
科
申
出
身
之
官
員
。
自
知
有
衡
文
之
分
。
使
館
議
継
機

襲
。
柱
部
相
手
調
。
何
歪
以
交
遊
形
農
e

器
人
議
議
之
端
o
t
-
-
:
況

罰
法
具
在
。
設
不
能
曲
箆
寛
般
也
。
思
之
。
繁
之
。

と
あ
り
て
、
頚
天
嫌
試
揮
官
、
と
土
Z
J
と
糠
無
機
議
あ
る
べ
か
ら
ざ
る

を
警
告
し
て
い
る
。
蕗
正
帝
が
繍
悶
作
弊
を
最
も
急
み
、
こ
れ
が
取

締
り
に
は
紳
癒
を
諮
る
尖
ら
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
が
、

こ
の
外
、

又
虫
何
人
〕
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は
街
患
の
慮
あ
る
べ
か
ら
ず
よ

を
た
翰
林
嘗
に
は
間
関
場
を
前
に
し
て
翠
土
か

品
世

け
で
は
な
ら
ぬ
と
警
め
て
い
る
。

そ
も
そ
も
躍
正
帝
は
本
来
、
科
思
議
い

場
の
外
に
あ
り
て
は
進
土
奪
人
の
姑
饗
蝕
・
結
議
朋
比
を
最
も
忌

み
、
科
場
の
内
側
で
は
奥
試
の
驚
あ
る
欽
慈
の
官
が
不
正
を
犯
す
こ

っ
た
が
、
科
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と
、
殊
に
遇
同
開
節
を
以
て
最
も
排
撃
す
べ
き
晒
習
と
考
え
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

き
れ
ば
宋
明
以
来
未
だ
例
を
見
ぬ
極
刑
を
も
っ
て

遁
同
作
弊
の
考
官
を
翠
士
も
ろ
と
も
慮
罰
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

進
ん
で
は
考
差
制
・
朝
考
等
の
撃
力
テ
ス
ト
を
設
置
し
、
考
官
の
瞳

質
改
善
を
計
り
、
退
い
て
は
考
官
の
不
正
を
徹
底
的
に
取
締
る
こ
と

が
嘉
正
帝
の
科
翠
制
策
の
基
本
線
で
あ
り
・
こ
れ
に
よ
っ
て
科
場
内

外
の
積
弊
を
少
し
で
も
除
去
し
、

以
て
改
革
の
買
を
摩
げ
ん
と
し
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か

④③②①註
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一
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五
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摩
志
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叢
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二
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「
清
代
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大
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曾
典
事
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三
三
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組
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事
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官

東
華
録
一
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年
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論
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年
の
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事
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と
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東
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五
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年
上
議

⑫@⑬@③⑦⑤③  

⑬
十
駕
祷
養
新
録
省
一
八
「
科
場
」

⑬
明
暗
岬
夢
頑
「
歴
代
貢
奉
志
」

⑬
清
稗
類
紗
考
誌
類
「
考
差
」

⑬
宮
崎
市
定
「
科
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、
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正
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年
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月
甲
甲

⑬
皇
朝
文
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遁
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五

O
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⑧
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清
代
科
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考
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六
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@
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、
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成
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六
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八
年
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嘉
正
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十
六
務
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二
年
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乙
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務
正
賞
鎌
倉
九
薙
正
元
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発
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月
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場
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緒
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二
十
四
年
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六
月
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停
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朝
考
と
あ
り
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宮
崎
市
定
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科
皐
」
中
公
新
書
一
一
五
頁

商
街
塗
「
清
代
科
暴
考
詰
述
録
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一
二
六
頁
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皇
朝
遇
考
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五

O

薙
正
貫
録
省
三
務
正
元
年
春
正
月
突
卯
上
論

大
清
曾
典
事
例
省
三
四

O
薗
部
貢
皐
申
厳
禁
令
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